
 事  業  報  告  書

 公益財団法人加藤山崎教育基金

 自　　令和  7年 4月  1日

 至　　令和  8年 3月31日



事業報告書 

自令和 7 年 4 月 1 日 至令和 8 年 3 月 31 日 

Ⅰ 法人の概況 

1. 設立年月日

平成 19 年 3 月 28 日

2. 定款に定める目的

公益財団法人加藤山崎教育基金は、初等・中等・高等教育における基礎教育及び文化

芸術・科学教育をはじめとする教育諸活動への助成、支援を通じ、日本の教育レベルの維

持・発展に広く貢献するとともに、我が国の文化芸術及び科学技術の振興に、さらには人材

育成の促進に寄与することを目的とする。 

3. 定款に定める事業内容

（1）学校教育法第1条に定める幼稚園、小学校、中学校、中等教育学校、高等学校及び

これらの一貫教育校への教育現場改善・充実のための物品支援

（2）学校教育法第 1 条に定める小学校、中学校、中等教育学校、高等学校及びこれらの

一貫教育校に在学する児童・生徒への奨学金給付

（3）助成・支援・表彰等を通じ教育・科学技術の振興に広く貢献している機関・組織等へ

の助成、支援

（4）科学技術の振興に資する人材育成のための研修等およびそれに必要な施設の運営

（5）その他この法人の目的を達成するために必要な事業

4. 監督機関に関する事項

内閣府公益認定等委員会

5. 主たる事務所の状況

主たる事務所は、東京都世田谷区喜多見 1-18-6 に置く。
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6. 役員等に関する事項

■ 理事・監事・評議員

役職 氏名 常勤・非常勤 現職 

理事長 山﨑 舜平 非常勤 株式会社半導体エネルギー研究所 

代表取締役 

理 事 小野 祥子 非常勤 元 東京女子大学学長 

東京女子大学 名誉教授 

理 事 北原 和夫 非常勤 東京科学大学 名誉教授 

国際基督教大学 名誉教授 

公益社団法人 

物理オリンピック日本委員会 顧問 

理 事 榊 裕之 非常勤 国立大学法人奈良国立大学機構 理事長 

学校法人トヨタ学園 フェロー 

豊田工業大学 名誉学長 

理 事 杉野 剛 非常勤 独立行政法人日本学術振興会 理事長 

理 事 髙木 展郎 非常勤 横浜国立大学 名誉教授 

理 事 竹中 良則 非常勤 前 刈谷市長 

監 事 坪井 裕 非常勤 公益財団法人核物質管理センター 理事長 

監 事 山岡 美樹 非常勤 税理士 

評議員 大林 義博 非常勤 元 軽井沢町議会議長 

評議員 川口 孝嗣 非常勤 前 刈谷市副市長 

評議員 木曽 功 非常勤 元 千葉科学大学学長 

評議員 佐藤 雅義 非常勤 元 軽井沢町長 

評議員 塩田 剛志 非常勤 独立行政法人日本学術振興会 理事 

評議員 瀬尾 哲史 非常勤 株式会社半導体エネルギー研究所 

取締役社長 COO 

評議員 田中 保樹 非常勤 北里大学理学部・大学院理学研究科 

（教職課程センター） 准教授 

評議員 安原 貴彦 非常勤 株式会社縁ビジョン 代表取締役社長 

評議員 山﨑 慶子 非常勤 千葉大学大学院医学研究院 

公衆衛生学 講師 

評議員 山本 金五 非常勤 元 横浜国立大学教育人間科学部附属 

教育デザインセンター 主任研究員 

令和 8 年 3 月 31 日時点、敬称略 



■ 選考委員

役職 氏名 常勤・非常勤 現職 

選考委員長 北原 和夫 非常勤 東京科学大学 名誉教授 

国際基督教大学 名誉教授 

公益社団法人 

物理オリンピック日本委員会 顧問 

選考委員 小野 祥子 非常勤 元 東京女子大学学長 

東京女子大学 名誉教授 

選考委員 北村 公一 非常勤 横浜創英大学 学長 

選考委員 手島 利夫 非常勤 元 江東区立八名川小学校校長 

ＥＳＤ・ＳＤＧｓ推進研究室 室長 

日本持続発展教育推進フォーラム 理事 

選考委員 二俣 泉 非常勤 昭和音楽大学 教授 

選考委員 松田 宗男 非常勤 杏林大学 名誉教授 

令和 8 年 3 月 31 日時点、敬称略 

7. 許認可に関する事項

該当なし
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Ⅱ 事業の状況 

1. 教育助成事業の応募状況及び採択状況

項目 学校区分 

令和 7 年度 参考：令和 6 年度 

応募

数 

採択

数 

採択

率 
金額（円） 

応募

数 

採択

数 

採択

率 
金額（円） 

第 19 回 

教育現場 

支 援 プ ロ

ジェクト 

幼稚園 6 1 17% 59,180 1 0 0% 0 

小学校 86 9 10% 4,474,453 158 5 3% 4,435,986 

中学校 47 5 11% 1,280,640 80 5 6% 2,054,200 

高等学校 59 5 8% 1,661,480 62 0 0% 0 

義務教育学校

(小中学校) 
0 0 0% 0 2 1 50% 1,450,000 

中等教育学校

(中高等学校) 
0 0 0% 0 3 0 0% 0 

合計 198 20 10% 7,475,753 306 11 3% 7,940,186 

第 19 回 

加藤山崎 

奨学金 

小学校 9 5 55% 100,000 12 7 58% 140,000 

中学校 98 62 63% 1,860,000 128 44 34% 1,320,000 

高等学校 359 210 58% 10,500,000 433 203 46% 10,150,000 

合計 466 277 59% 12,460,000 573 254 44% 11,610,000 

第 17 回 

加藤山崎 

修学支援

金 

小学校 15 6 40% 650,000 25 13 52% 1,050,000 

中学校 106 47 44% 4,600,000 102 31 30% 2,950,000 

高等学校 360 172 47% 24,780,000 370 176 47% 26,180,000 

合計 481 225 46% 30,030,000 497 220 44% 30,180,000 

支援額・助成額総計 49,965,753 49,730,186 

（１）第 19 回教育現場支援プロジェクト

教育現場における設備・備品の整備や文化・芸術・科学に関する諸活動促進のため

の物品購入支援を行う事業。全国の国公立の幼稚園・小学校・中学校・高等学校・義務

教育学校・中等教育学校及びこれらの一貫教育校を対象に、令和 7 年 5 月 7 日から 6

月 20 日まで応募を受け付けたところ、全国各地の学校から 198 件の応募があった。支援

希望物品を 6 種類に分類した上で、分類ごとに選考を行った。 

選考委員による書類選考を経て、別添のとおり 20 校に物品購入支援を行った。支援

額の合計は、7,475 千円であった。
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（2）第 19 回加藤山崎奨学金

学業全般若しくは文化・芸術・科学分野のいずれかで優秀な成績を修めている児童・

生徒が、更なる学業及び技能の向上を図ることができるよう、奨学金の給付を行う事業。 

小学 5 年生・中学 2 年生・高校 2 年生を対象に、令和 7 年 5 月 7 日から 6 月 20 日ま

で応募を受け付けたところ、全国各地から 466 名の応募があった。 

選考委員による書類審査を経て、別添のとおり 277 名への給付を行った。助成額の合

計は、12,460 千円であった。 

（3）第 17 回加藤山崎修学支援金

学業への強い意欲を持ちながら家庭等の事情により修学が困難な児童・生徒に対し

て、児童・生徒が卒業するまでの間に最大 3 回、奨学金の給付を行う事業。 

小学 4, 5, 6 年生・中学生・高校生を対象に、令和 7 年 5 月 7 日から 6 月 20 日まで応

募を受け付けたところ、全国各地から 481 名の応募があった。 

選考委員による書類審査を経て、別添のとおり 225 名への給付を行った。助成額の合

計は、30,030 千円であった。 

上記（1）～（3）の支援額・助成額の総計は、49,965 千円であった。 

（4）令和 7 年度加藤山崎教育基金贈呈式

令和 7 年 10 月 19 日、日本学士院（東京・上野公園）において、令和 7 年度加藤山崎

教育基金贈呈式を開催した。贈呈式では、贈呈証・認定証の贈呈のほか、来賓・選考委

員による講話や、教育現場支援プロジェクト支援対象校及び加藤山崎奨学金・加藤山崎

修学支援金受給者による挨拶が行われた。 

2. 人材育成事業の実施状況

（1）人材育成研修

①奨学金受給者のフォローアッププログラム

名称 ： 軽井沢教室 

目的 ： 自然や科学への理解を深め、豊かな人間性や想像力を育むこと 

場所 ： 加藤山崎教育基金 軽井沢研修所 

開催期間 ： 令和 7 年 8 月 11 日（月） ～ 令和 7 年 8 月 14 日（木） 
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対象 ： 加藤山崎奨学金及び加藤山崎修学支援金受給者または過去に 

受給した者 

教育現場支援プロジェクト支援対象校の学校長より推薦を受けた者 

参加人数 ： 28 人 

参加費用 ： 3,000 円/人 

活動内容 ： 講演 （加藤山崎教育基金 山﨑 舜平理事長） 

科学実験 （筑波大学名誉教授 白川 英樹博士） 

自然散策 他 

費用 ： 3,774 千円 

②物理オリンピック日本委員会との研修合宿の共同開催

名称 ： 国際物理オリンピック 2026

日本代表選手候補者 キックオフ秋研修合宿

目的 ： 国際物理オリンピックに向けて各自の技能や、日本代表選手候補者

としての品格を高めること

場所 ： 加藤山崎教育基金 軽井沢研修所

開催期間 ： 令和 7 年 9 月 13 日（土） ～ 令和 7 年 9 月 15 日（月・祝）

対象 ： 国際物理オリンピック 2026 日本代表選手候補の高校生・中学生

参加人数 ： 19 名

活動内容 ： セミナー等

費用 ： 323 千円

（2）軽井沢研修所の運営

昭和 35 年に加藤与五郎博士によって設立された軽井沢研修所の運営事業。加藤

博士が私財を用いて設立し、自ら講師として研修を行った研修所を保存するに留まら

ず、上記（1）を含む人材育成事業等を行う場として有効活用することを目的とする。

令和 7 年 4 月下旬から令和 7 年 11 月中旬までを開所期間とし、大学・学会等に 

よる研修・会議・学術講演会等を実施する場として、施設・設備の提供を行った。開所

期間中の研修所運営収入は、8,480 千円であった。 
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Ⅲ 庶務事項 

1. 役員会等に関する事項

（1）理事会

当財団の理事会を次のとおり開催し、それぞれの議案を承認可決した。 

第 67 回理事会 

開催日 令和 7 年 4 月 16 日（書面決議） 

議事事項 第 1 号議案 

「第 39 回評議員会開催及び議案の件」 

第 68 回理事会 

開催日 

開催場所 

議事事項 

第 69 回理事会 

開催日 

議事事項 

第 70 回理事会 

開催日 

開催場所 

議事事項 

令和 7 年 5 月 26 日  

成城ホール ４階 集会室 A 

第 1 号議案 

「令和6年度事業報告書ならびに令和6年度決算書類承

認の件」 

第 2 号議案 

「定時評議員会（第 40 回評議員会）開催および議案の

件」 

令和 7 年 6 月 20 日（書面決議） 

第 1 号議案 

「株式会社半導体エネルギー研究所株式に係る議決権

行使の件」 

令和 7 年 8 月 19 日  

成城ホール ４階 集会室 D 

第 1 号議案 

「令和 7 年度助成三事業支援先承認の件」 

第 71 回理事会 

開催日 令和 7 年 9 月 24 日（書面決議） 

議事事項 第 1 号議案 

「第 41 回評議員会開催及び議案の件」 

第 72 回理事会 

開催日 令和 7 年 11 月 12 日（書面決議） 

議事事項 第 1 号議案 

「第 42 回評議員会開催及び議案の件」 
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第 73 回理事会 

開催日 令和 8 年 1 月 20 日（書面決議） 

議事事項 第 1 号議案 

「寄付受入の件」 

第 74 回理事会 

開催日 

開催場所 

議事事項 

令和 8 年 3 月 18 日  

一般財団法人材料科学技術振興財団 大会議室 

第 1 号議案 

「令和 8 年度事業計画（案）・収支予算（案）承認ならびに

教育助成 事業安定化基金・人材育成事業安定化基金

の取り崩し承認の件」 

第 2 号議案 

「土地・建物購入の件」 

第 3 号議案 

「寄付受入の件」 

第 4 号議案 

「第 43 回評議員会(書面決議)開催および議案の件」 

（2）評議員会

当財団の評議員会を次のとおり開催し、それぞれの議案を承認可決した。 

第 39 回評議員会 

開催日 令和 7 年 5 月 5 日（書面決議） 

議事事項 第 1 号議案 

「理事選任の件」 

第 40 回評議員会 

開催日 

開催場所 

議事事項 

令和 7 年 6 月 14 日  

成城ホール ４階 集会室 C 

第 1 号議案 

「令和 6 年度事業報告書ならびに令和 6 年度決算書類

承認の件」 

第 2 号議案 

「任期満了に伴う理事改選および選任の件」 

第 3 号議案 

「任期満了に伴う評議員改選および選任の件」 

第 41 回評議員会 

開催日 

議事事項 

令和 7 年 10 月 6 日（書面決議） 

第 1 号議案 

「理事選任の件」 

8



第 42 回評議員会 

開催日 令和 7 年 11 月 19 日（書面決議） 

議事事項 第 1 号議案 

「評議員辞任に伴う評議員選任の件」 

第 43 回評議員会 

開催日 令和 8 年 3 月 25 日（書面決議） 

議事事項 第 1 号議案 

「基本財産および特定資産の運用変更の件」 

（3）選考委員会

令和 7 年度選考委員会 

開催日 令和 7 年 7 月 29 日 

開催場所 

議事事項 

一般財団法人材料科学技術振興財団 中会議室 

Ⅰ 各プロジェクトの予算と応募状況について 

Ⅱ 助成 3 事業支援先選考 

2.理事・監事・評議員及び選考委員の就退任に関する事項

理事 

・就任 令和 7 年 5 月 5 日 杉野 剛

評議員 

・辞任 令和 7 年 9 月 30 日 小谷 和浩

・就任 令和 7 年 11 月 19 日 塩田 剛志
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事業報告附属明細書 

令和 7 年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第

34 条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」に該当の事項

はありません。 
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<別添>

都道府県 学校名 代表希望物品 支援金額

宮城県 登米市立南方中学校 ワイヤレスマイク ¥39,380

福島県 浪江町立なみえ創成小学校 児童机、イス ¥1,589,951

千葉県 袖ケ浦市立根形中学校 放送用機器（ミキサー、マイク、スピーカー） ¥285,960

東京都 町田市立小山中学校 日よけテント ¥501,000

神奈川県 川崎市立白鳥中学校 運動用マット ¥267,300

石川県 加賀市立河南小学校 運動用マット ¥688,000

大阪府 藤井寺市立藤井寺南幼稚園 日よけテント ¥59,180

大阪府 八尾市立曙川東小学校 跳び箱 ¥597,300

大阪府 豊中市立熊野田小学校 トーンチャイム ¥78,690

大阪府 大阪府立住吉高等学校 大型ディスプレイ、ディスプレイ台 ¥375,100

兵庫県 西宮市立西宮高等学校 家庭科室冷蔵庫 ¥437,800

和歌山県 有田市立港小学校 日よけテント ¥641,520

広島県 庄原市立比和小学校 ワイヤレス音響システム ¥325,600

高知県 南国市立大湊小学校 運動場用草刈り機 ¥224,000

福岡県 行橋市立泉中学校 日よけテント ¥187,000

宮崎県 宮崎県立高千穂高等学校 高千穂神楽　舞台用神庭セット ¥70,000

沖縄県 沖縄市立美里小学校 草刈り機、耕運機 ¥198,800

沖縄県 石垣市立川原小学校 鍵の取り付け工事 ¥130,592

沖縄県 沖縄県立那覇高等学校 大型ディスプレイ、ブルーレイプレーヤー ¥234,080

沖縄県 沖縄県立那覇工業高等学校 実習用デジタルカメラ ¥544,500

金額合計 ¥7,475,753

第19回教育現場支援プロジェクト支援先一覧
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